
日立仮設水処理ユニット

単槽式の膜分離活性汚泥法と高速凝集沈殿法の鋼板製ユニットを
単独または組み合わせで使用する仮設用の可搬式水処理装置です。

従来技術のシステム簡素化や処理時間短縮化で、さらなる省スペースを実現

トレーラーによる運搬が可能で、据付撤去も容易なコンパクトユニット形状

2種類のユニットを単独または組み合わせて使用することで、既設の改築工事期間中も
処理能力を確保しながら、良好な処理水質を安定して維持

特 長

技術概要

※日本下水道事業団　新技術Ⅰ類選定
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※本技術は、日本下水道事業団、日立製作所、日立プラントサービスによる共同研究を通じて開発したものであり、
　技術名「単槽式MBRと高速凝集沈殿法による仮設水処理ユニット」として、日本下水道事業団の新技術Ⅰ類に選定。
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＊処理水質に優れる単槽式MBRを連続運転
＊流入水量の時間変動対応用に高沈を併用

単槽式MBRユニットの外観

高沈ユニットの外観

●ユニットの組み合わせイメージ
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仮設水量

1. 小規模下水処理場の改築工事期間中における仮設水処理に適用（災害時の適用も想定）
2. 処理水量：1,200m3/日 程度以下（仮設水量として） ※本範囲を超える場合には個別検討
3. 水温：15℃以上 ※本範囲を下回る場合には個別検討

単槽式MBRユニット 処理能力: 300m3/日(日最大) 高沈ユニット 処理能力: 500m3/日(時間最大)
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傾斜管沈降装置

＊単一の反応タンクによる浸漬型MBR
＊好気/無酸素の切替運転により、アルカリ度回復

＊マイクロサンドを用いた高速凝集沈殿装置
＊凝集剤の定量添加などにより、維持管理簡素化
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